
現代社会を支える人文学の展開―創立70年の蓄積に立って一
文学部長 。人文学研究科長  奥村 弘

また本年 1月 、神戸入学は、東北入学、人Fo3文化研究機構との間

で「歴史文化資料保全の大学・共同利用機関ネットワーク事業J

の連携・協力に関する基本協定を締結しました。文学音]よ、西日本

のll「l点大学の主導 l■関として2018年度より、日本列島各地に伝

来する歴史文化資料の保全を大学問の協力で目指す事業を推進

することになり、西日本豪雨の被災各地での地域歴史資料保存に

も協力していま魂

4月 には、神戸大学出版会が発足し、私たちの学問の成果を社

会に出版物として問う組織的な基盤が本学に整いました。出版会

最初の刊行物 F地域歴史還産と現代社会Jは、本部局の地域連携

センターの成果を、アスベスト問題を扱つた松田毅・竹富悪子監修

F石の綿]ま、倫理倉J成プロジェクトの成果を、それぞれ10年をこ

える教育石升究の中でまとめ上げたもので魂

来年3月 には、これまで国際的な共同研究の中で蓄積してきた

表現手段としてのマンガの持つ多様な役害」をテーマとして、ア0周

年キックオフ国際シンポジウムを開催する予定で魂 創立 70周年

に向1去 このような成果を学生教育に活かし、人文学の成果を社

会で発揮できるよう、努力を続けてしヽきたいと存じま魂 ご支援ご

協力をお願いいたしま魂
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今年度から文学部長に就任いたしました奥村弘で魂 幕末から

明治期の地域社会形成史と、歴史資料学を主な専門としていま

丸 後者については阪神・淡路大震災以来、全国的な災害時の歴

史資料保存に携わるとともに、世界各地のコミュニーtr一の基礎

をなす歴史資料についての実践的研究を進めてきました。また地

域連携推進室長として、長年、本学の多様な部局と自治l■や地域

団体等との連携を図って参りました。これまでの知見を生かして、

部局運営にあたるPF存で魂 ご指導、ご鞭撻の程よろしくお願い

いたしま魂

文学部の前身の文理学部が1949年に神戸大学に設置されて、

来年で70年になりま魂 設立時、TLlたちの先輩は基礎的な学問の

探求とそれを通じて養われる科学的精神の育成こそが、日本社会

が世界的な文化水準に達するために必要であるとし、人文学の社

会的役害」を強く主張しました。私たちもその理念を受け継ま 教

育研究を蓄積しつづけていま魂

オックスフォード大学東洋学部の日本学専攻学部生に対する教

育プログラムКЭJ5P)は 、今年度6期生を送り出すことこなり、卒

業して日本にかかわる職業につく学生も増えていま魂本年7月 、

同大学の萩原順子先生が文学部で講演を行い、神戸大学で彼ら

が課題としたことが卒業論文のテーマヘと展開していること、学

生との交流が帰国後も続いていることなど、同大学を代表して、教

員学生に対して感謝の言葉を述べられました。

昨年度から、日本学術振興会の事業として、松田毅教授をリー

タニとした「生命・環境技術の社会実装に電する先端融合研究J

がはじまり、ここでは人文社会科学の専門知を生命科学・環境科

学者を加えた大学を超えた共同研究が進行中で魂



記憶と神話の間で形成されるアイデンテイテイ研究

専門は文学研究.最近の業績として 学会発表はアジア系アメリカ文学研究会第 130回例会 (2017年 ll月 11日 )第 12]回例会 (20]6年 1
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文化的な対話は個人やコミユニティ開発の重要な要素であ

るだけでなく、平和、コミュニケーション、相互理解と文化

的多様性の保全を促進するためのツールです。この信念は

私の世界観の基礎にあり、そのため私は、アジア系アメリカ

人による文学を専門に研究しています。特に、∃一ロッパと

いう視点で北米の日系アメリカ人や日系カナダ人のアイデン

ティティを調査しています。

どうしてルーマニア出身の研究者である私が、このテーマ

を検討しているのでしようかP2009年、大学院生としてコ

ンスタンツ大学 (ド イツ)へエラスムス留学をしたPB5に、ア

ジア系アメリカ文学に触れる機会があり、カナダや米国ヘ

渡った日本人移民のアイデンティティの現象に関心を持つよ

うになりました。そこで博士論文では、北アメリカ日系人の

作家による 6つの小説を取りあげ、記憶と神話の間で文化的

アイデンテイティがどのように形成されるかに焦点を当てま

した。

2014年春、文部科学省の国買留学生として京都大学人文

科学研究所に受け入れられ、日本に帰国した日系人に関わる

研究を進めてきました。帰国して中長期間居住している日系

人、あるいは日本を一時的に訪問している日系人から、民族

的・文化的アイデンティティについての目撃談を聞かせても

らいました。また神戸の海外移住と文化の交流センターや横

浜の海外移住資料館で、日系移民の物語がどのように展示さ

れるのかも検討しました。

これらに加えて、研究テーマに関連する学会、セミナー、

ワークシヨツプなどに積極的に参加しています。

現在、神戸大学の特認講師として教えることに加えて、 1)

英米小説に描かれた日本、2)多様化している日本で生きて

いるハーフの人々のパズル、 3)ハパ (北アメリカに生活す

るアジアや太平洋の島々にルーツを持つ人々)について、ア

イデンティティや自己認識のテーマに注目していきたいと

思っています。

人間の創造的価値を探求する

専門は芸術哲学 表象文化論.主な業績として rディドロの唯lllJ論 』法政大学出版局 201]年 .

カンタン メイヤスー r有限性の後で』(共.F)人文書院、2016年など

2015年 10月 から芸術学専修に着任しました。自分の研

究にはいくつかの方向性があります。以下簡単に紹介します。

第一に博士論文で対象としたフランスの思想家ドニ・ディ

ドロを中心に、フランス革命を準備した (と 言われる)啓蒙

思想の研究があります。ディド回は、哲学者、小説家、戯作者、

美術批評家など多彩な活躍をした人物で知られており、ほか

にも 18世紀半ばから 30年以上を費やして刊行された『百

科全書』の編集者としても知られています。そもそも当時は、

「哲学者 ph osophe」 という用語は今で言う学問的な一分野

としての哲学に従事する存在ではなく、あらゆる物事に対し

て思考を働かせて判断する存在を意味していました。ディド

回はそういつた「万能人」的理想をもつていた人物の一人で

あり、必要に応じたアウトプットの形式として、哲学的な対

話篇や美術llt評、あるいは演濠」作品などが執筆されました。

多様な活動のベースにあったのはデイドロ独自の感性論=美

学です。異なるものを総合する流動的な知性・感性の働きを

重視し、「怪物的なもの」を擁護するディド回の思考は、近

代的思考の形式化が進んだ今日において、再度見直されるベ

きものとして注目されています。

近年は新たな研究に着手しています。感性論・美学的な展

開としては、過去の記憶を美化する「ノスタルジー」の仕組

みとその美学政治的な意味を考えています。とりわけオリン

ピツクや万博に見られる近代日本社会におけるノスタルジッ

クな傾向について、東西のさまざまな理論や芸術作品を通じ

てその心的運動がもつ効果を考えています。もうひとつの課

題は「人PB5以後の芸術Jと いうものです。芸術は人間的なも

のか否か P ひょっとしたら芸術は徹底的に非人間的なもの

ではないのか

' 
こうした問いを現代フランスの哲学・理論

を参照しながら考えています。他にも 18世紀フランス研究

として、ディドロやジャン=ジヤック・ルソー、あるいは博

物学者ビュフォンなど、当時の思想を哲学・博物学 。人類学

の交差点として捉え、その詳細を確認しながら、「人間」や「人

為=アート」という概念がいかにして立ち上げられ近代社会

を方向付けたのか、ということも検討しています。

研究最前線

アントン・アリーナ・エレナ 特任講師



沖森卓也、肥爪周二 (編著)『漢語』朝倉書店 2017年 10月

朝倉書店から、大学の教科書として出版されているシリーズ「日本語ライブラリーJの 1冊です。一種の借
用語でありながら、日本語の中では延べ語数・異なり語数ともに和語・外来語を上回る語種である漢語について、
発音や語形、表記、文法、意味などの体系と歴史とを平易に解説した書です。石山は、2章 「音形・語形からみ
た漢語Jと、55節 「漢語の意味変化」との執筆を担当しました。 (石 山裕慈)

大坪庸介、7JA・スミス『英語で学ぶ社会心理学』有斐閣 201フ年12月

社会心理学では、最先端の研究は英語で発表されるため、英語での学びが必須です。ところが、英語圏で使わ
れる教T4書は分厚く、日本人学生には高いPLtと なります。そこで、英語で社会心理学を学ぼうとする学生のため

の、敷居の低い最初の一冊 (古典的研究に内容を |~り 、それを簡潔な英語で紹介する一冊)を提供 したいと考え

ました。本詈では、初めて英語で学ばうとする学生のため、見開きの左ページに英語による研究紹介、右ページ

に図表や日本語の解説を配 しています。 (大坪庸介 )

黄俊傑 (著 )、 緒形 康 (訳)『儒教と革命の間―東アジアにおける徐復観』集広舎 2018年 6月

現代新儒家の一人である徐復観 (1901-]982)の 著作を、台湾生まれの著者が読み解きました。西洋列強

や日本の侵路に苦しんだ 20世紀中国に関して、儒教を立脚点に中国文化の立て直しにうせんだ思想家の挑戦を描
きます。徐は 1949年に台湾に渡 り、儒教研究に専念。中国の専市J政治を鋭く批判 し、人民の主体性の回復を

説きました。日本では日‖染みのない思想家ですが、その指摘は儒教の可肖し性を感 じさせます。 (緒形康 )

ヘ

「
疑

僣:爾U漱蹄腑疲糊it鼻

'実

耶菖tT わ Japanese Sttyd′
“

:

フ年6月

「頭脳循環を加速する戦略的国際研究ネットワーク推進プログラムJ(平成 26-28年 度)の成果の一部を収録し

た日本研究論集で現 オンライン版も、ヴェネチア大学出版局ホームページにアップされていま魂 橿成は、Pait l
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Q∪ ei ons From H計 o5mma to Fuku5日 maとなっていて、オックスフォード大学、ハン功 レク大学、ヴェネチア大学およ

び神戸大学人文学研究科の教員 。若手研究者などが論考 (英語あるいはイタリア語)を寄稿していま魂 (嘉指信雄)

ラッセル・グッドマン著(嘉指信雄、岡本由起子、大厩諒、柔立雄輝訳)

『 ウィトゲ ンシュタインとウイリ7A。 ジェイムズ
ー

プラグ マシ ズ ム の水脈 』 岩波書店 2017年8月

アメリカの哲学者ウィリアム・ジェイムズと西日幾多貝F、 あるいはベルクソンやフッサールなどとの関係はつとに知られるところ

ですが、不書は、現代哲学を代表するウィトゲンシュタインにとつても、ジェイムズの影響がこれまで考えられてきた以上に深く決

定的であったことを綿密な文献考証こよつて書翠明した、画期的研究書です――後丼ウィトゲンシュタインの思想は、ジェイムズと

の対話を遅じて形成されたのであつて、『哲学探究」にたびたび登場する、日に見えない対話者はジェイムズだったので硯 ヨー

ロツ 哲ヽ学とアメリカぎ学の間に伏在する水脈を開ら力ヽこし現代哲学史に一石を投じる斬新な解駅を提示していまり。偏指信雄)

川含康三、富永―登、釜谷武志、和田英信、浅見洋二、緑川英樹 (訳注 )

『 文 選 詩 篇 』(―)～ (三)岩 波書店 2018年 1月・4月・7月

梁の昭明太子の編になる F文選」は、現存する中国最古の詞華集で視 前 3世紀から6世者引こ至る約 700年間に著

された詩文のうち、鑑賞に値するもの、倉J作の模範となるものを集めたアンソロジーQの ちの中E古典文学の塁盤とな

りました。日本でも『lt車子Jや :徒然車』で言及され必読の書とされてきました。本書は、『文選Jの三分の一を占め

る詩の部分に、平易な訳と詳帝田な注釈を施したもので、難解な詩もできるだけ分かりやすく解釈していま魂 中国の学界

から、本書を中国語に翻訳したいという希望も寄せられていま魂 全 6冊、2019年 6月 に完結の予定。 (釜谷武志)

佐藤昇 (編 )、 神戸大学文学部史学講座
『歴史の見方・考え方 大学で学ぶ「考える歴史J』 山りll出版社 2018年 6月

本書は、神戸大学文学部史学講座の教員 12名 による啓蒙的論集です。各著者がそれぞれ専門分野の話題に焦

点を絞り、「歴史学J的な視点の置き方や思考法を具体的かつ実践的に紹介しています。第 1部では、周知の話

題をとりあげ、従来とは異なる視点で分析する方法を紹介しています。第 2部では、史料に含まれる嘘や偏向

にいかに対処すべきか、検討を加えました。第 3部では、建築物などのモノを史料として扱しヽ 考察の視点や

分析方法を紹介しました。 (佐藤昇)

児玉善仁 (編集代表)『大学事典』 平凡社 2018年 6月

今日の大学はかつてない変動の渦中にありま魂 しかし大学というものは優れて歴史的に、かつ国際的に形成さ

れてきました。こうした認識のもと、大学についての正確な知識と理角翠の拠りどころとなるべく、「高等教育J一般

ではなく「大学Jに焦点を当てて編製された「最初のJ事典で魂 テーマ漏および項目編から構成され、自鳥は「知

識人と大学Jの大項目、フランス関係を中心とする複数の中項目、小項目を執筆していま魂 事項について調べる

ためだけでなく、気の向くままに徒然にお読みいただいても、いろいうな発見があると思いま魂 (白鳥義彦 )



日本教育社会学会(編 )『教育社会学事典』丸善出版 2018年 1月

教育社会学会では 196ア 年に『教育社会学辞典」を、 1986年に『新教育社会学辞典Jを刊行してきましたか

今回新たに 「中項目」事典として F教育社会学事典」を■1行 しました。第 1部 教育社会学の理論 (全 4章 )、 第

部 教育社会学の方法 (全 2章 )、 第 ‖部 教育社会学の研究領域 (全 13章)という構成で、全 300項目から

なりま丸 自鳥は第 1部の第 2章 「教育社会学の歴史」のなかの、「近代化・産業化と教育社会学Jの項目を担

当していま魂  (白鳥義彦)

西原哲雄、日中真―、早瀬尚子、小野隆曹(編著)『現代言語理論の最前線』開拓社 2017年 11月

本書は、一般言語学の主要 4分野 (音韻論、形態論、統語論、意味論・語用論)を網羅した、研究書・解説書で硯

日英語を含む諸言語における未解明の現象を紹介しながら、そこに著者によるオリジ刀 レな分析を行い説明を与え

た上で 各分野における理論との関わりを提示していま硯 田中はこのうち、音韻論の分野の章を執筆し、大阪方

言における外来語のビッチ付与の世代差・変イЫこついて分析していま魂  (田 中真―)

張愛玲 (著 )、 濱田麻矢 (訳)『中国が愛を知ったころ 張愛玲短篇選』 2017年 10月

「公平P人と人との関係に、公平なんて
=文

字はもともとありえないわ。J逃れえぬ想いの先に、彼女たちは何を

見たのか。家族制度と自由恋愛、感情と経済、せめぎあう愛のかたちとそのゆくえ。中華圏で現在も熱狂的に読み

継がれている孤高の作家、張愛玲 (1920-95)の 小説集。香港の豪IБを舞台に展開する上海の少女薇龍の恋を

追う「沈香屑 第一炉香」、自由恋愛の輸入と実践をコミカルに推く表題作、人民共和国成立後、米匡に移民した二

人の女性の再会を見つめる「同級生J。 いずれも本邦初訳。2017年 ■献ter文学賞 8位に選ばれました。(濱田麻矢)

ライプニッツ著作集第2期第3巻、松田毅(共訳)

『技術。医学。社会システムーー豊饒な社会の実現に向けて』ェ作舎 2018年6月

微分・積分の言己号発明により数学者として名高い 哲学者、ライプニツツ (]6461ア 16)。 その第 2斯著作集

の最後の巻第 2部 「医学」に 「シュタール医学論への反論Jが採録されました。原文はラテン語で本邦初訳。註

と解説、合わせて 80頁ほと シュタリ レは科学史では燃焼に関する 「フロギストン」説が矢口られますが、ライプニ

ッツは 陽 械論的生物学」の立場からその 「生気論Jを■llJしました。邦訳はライプニツツの 「生物哲学」の概要

を教えま魂  (松田毅)                                          '

松田穀、竹宮恵子(監修)改訂新版『石の綿―終わらないアスベスト禍』神戸大学出版会 2018年7月

2012年に出版の『石の綿―マンガで読むアスベスト問題』 (かもがわ出版)の改訂新版。この間の事態の変

化を踏まえ、前作の採録・改作を行い、新しくストーリー・マンガとして [震災とアスベスト」と「エタニットー史

上最大のアスベスト訴訟」を加えました。第 2部では、医療や補償、訴訟やリスクコミュニケーショ玖 市民運動、

世界全体の動向に関するコラムを盛り込み、このFo5題 が終わつていないことを訴えました。 (松田毅)

宮下親久朗『美術の力 表現の原点を辿る』 光文社 2018年 1月

本書は、私が ア年前から F産経新聞Jに毎月連載している「欲望の美術史」の最近の記事を中心に、別の媒

体に載った記事や書き下ろし原稿を加えたもので硯 いずれも大幅に加筆修正し、時事的な要素を抑えて美術を

めぐる普遍的な問題につなげようとしました。いくつかのテーマは、『欲望の美術史』『美術の誘惑』 (いずれも

光文社)や 『裏lFlからみた美術史』 (日 本経済新聞社)にも詈いたことのあるものですが、やや視点を変えてい

ま魂  (富下規久朗 )

宮下規久朗『聖と俗 分断と架橋の美術史』岩波書店 20]8年 5月

私がこの十数年に発表した論文の中から、「聖と俗Jというテーマによって選び出し、さらに新たな論文を加えて
一冊に構成したもので魂 中世以来、西洋美術は聖と俗をどのように表現してきたか、それが宗教改革によつて分離・

融合し、近代美術でどのように展開したかという問題は、私の一員したテーマでした。幸い本書は、朝日、読売、産経、

日経といった新聞各紙や複数の雑誌の書評で取り上げられました。(富下規久朗)

奥村弘・村丼良介 。木村修二編

『地域づくりの基礎知識1 地域歴史遣産と現代社会』 ネ申戸大学出版会 2018年 1月

本書は、神戸大学出IIF会 が発行した記念すべき第]冊目の書籍で、「地域づくりの基礎知識Jシリーズ (全 5巻 )の第 1

巻で魂現在、各地で取り組まれている地域再生や地域づくりでは、しばしば「歴史や文化を活かした地域づくり」とい

うスローガンが掲げられていますよ 地域の歴史・文化、また多様な地域歴史還産を保存し、地域づくりに)舌用していく

ためには、どのような課題があり、またどのような可肯り性があるのかが問われていま魂本書では、現状の地域課題とそ

れが歴史・文化に与えている影響を理解し、歴史・文化の地域づくりへの活用の可育旨性を考え、また専門家だけではな
く、地域歴史遺産の活用・保全の市民的な担い手を広げていく必要性などについても論じていま硯 (本村修二)
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インターナショナル・アワー

文学部では交換留学や KOJSP(神 戸オックスフォード日

本学プログラム)などで神戸大学に在学している留学生を

対象に、留学生同士や文学部生との交流、あるいは日本文

化に親しむのを目的として、インターナショナル・アワー

を開催し、さまざまな企画を行っています。

今年度も、オープニング茶話会にはじまり、茶道l・験会、

夙川鯉のぼり見学、バス見学旅行などを楽しみながら、互

いに交流を深めました。

オープニング茶話会 茶道体験会 夙川鯉のはり見学

のほとん どは英語で教えられているものです。これ らの

授業は、日本人の学生 にとつて は英語の勉強や留学生 と

知 り合 う良いきっかけになると私は思います。も し恥ず

か しがって外国人の留学生 と話せなかつたら、気 にしな

いで ください !実 際、多 くの留学生 は勉強だけのために

日本 に来ているわけではなく、新 しい友達が作 りたい人

も多いのです。

これからもっと頑張って、この留学経験が実を結ぶように

一生懸命に勉強していきたいです |

Pero∩ eF「 a∩cesca(交換留学生、イタリア)

2018“軍

留学生体験記

半年前ぐらいに日本へ来て、これまで神戸での生活をとて

も楽 しんでいます。留学するということ よ、学的な経験だけ

ではなく、自国と違う文化や社会にだんだん慣れてきて自分

を成長させることです。ただ、最初に何よりも私を困らせた

のはカルチャーショックではなく、毎朝大学まで山を登るこ

とでした |

神戸大学には、世界各国からの留学生や外国人の先生もい

て、インターナショナルな雰囲気が感じられます。

私はいまのところ日本語の レベルが少 し足 りないので、

まだまだ日本語での授業を受講できず、受けている授業

慣れた環境を離れて、今までと違う世界に一人で向き含

って来ました。振 り返ると寂 しい時期もあ りましたが、今

は神戸大学で 1年間留学することができて本当に運がよか

ったと思っています。

神戸大学の一番の良さは学生間のコミュニケーションに

あると思います。私は神大生と話すことを通じて、グロー

バル時代のリーダーらしい心掛けができていると感じまし

た。また、皆さんは留学生の私が分からない授業の内容や

日本語表現について教えてくれたので何度も助かりました。

また、神戸大学の先生方は学生に熱意をもつて真剣に接

してくれます。特に国文学専修の教授は、授業中に理解 し

やすいlllを挙げてくださったり漠字を分かりやすく書いて

くださつたりしました。そのお心遣いに大変感謝 してお り

ます。

そして私はこの神戸での生活をきつと忘れないでしよう。

神戸はとつても景色がいい所です。六甲山から眺める夜景

は本当に素晴らしいと思しヽます。

神戸大学に入学の機会があれば逃さないようにして くだ

さい。

金鮮可 (交換留学生、韓国)

報 生
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文学部同窓会 「文窓会」主催

<新入生歓迎ティーパーティー>

4月 18日 (水)午後 3時 30分から、文学部 A棟 1階の

学生ラウンジ・学生ホールで、毎年恒151の同窓会 (文窓会 )

主催「新入生歓辺ティーパーティーJが開かれました。

文学部生として入学した新入生は、1年次の後半に自分の

進むべき専修を決め、2年次からそれぞれの専修に所属しま

す。このティーパーティーは、新入生の入学を祝うと同時に、

専修ごとにブースを設け、そこで教員から直接話を聞いて、

専修決定の一助にしてもらうことを目的としています。

パーティーは、文窓会副会長吉田浩次さんと文学部長奥村

弘先生の挨拶で始まりました。会場中央のテーブルには軽食

と飲み物が用意され、その後新入生は好きな食べ物と飲み物

を手に、各専修のブースを回ります。少人数教育を特徴とす

る文学部は、教員と学生との距離が近いことがひとつの特徴

であり、新入生たちもこの場ではじめてその文学部の雰囲気

を経験することになったことでしよう。

今年度は、例年に比べて参加者も多く、あちらこちらで大

きな笑い声が上がるなど、ずいぶん盛り上がっていました。

新入生同士の交流も深まったように感じました。 (河島)

神戸オックスフォード日本学プログラム第6期生修了式

8月 8日 (水)午後 1時 30分から、瀧川記念館大会議室

で開催されました。このプログラムは、オックスフォード大

学との協定に基づき、同大学東洋学部日本学専政の 2年生全

員を、神戸大学文学部で 1年間受け入れるものです。

第 6期生の 9人は昨年 9月 末に来日し、特別聴講学生と

して午前中は日本語を、午後は日本の様々な面について学ん

できました。修了式では、同窓会やホームステイ先の方々、

教員やチューターの学生など多数の聴衆の前で、一年間の学

習の集大成を発表しました。

発表テーマは「集団主義と個人主義の違い :不日の効果J、
「北

条政子の権力形態」、「F千と千尋の神隠し』に見られる現代

日本における美意識」、「日本人と変化」、「90年代から現在

の関西におけるアンダーグランド音楽シーンの推移」、「日本

の銃規制についての西洋人の意見と理解」、「明治維新が日本

人の西洋観・近代化観に与えた影響」、「滋賀県針江における

持続可能な水利用」、「理想的な女性のイメージ」でした。

活発な議論が行われ、また、修了式後のパーテイーでは、

賑やかな雰囲気の中、KO」 SPの学生たちは参加者と一年間の

思い出を語り合い、別れを惜しんでいました。

神戸オックスフォード日本学プログラム第6期生修了式

文学部オープンキヤンノヽス

8月 9日 (木 )午後、例年通り、文学部のオープンキャン

パスが開催されました。事前申し込みをされた高校生やご家

族の方がたは、初めに百年記念館にて平成 31年度入学試験、

学部教育、就職状況などについて担当者から説明を受け、ま

た在学生による学生生活の体験談を聴かれました。

その後、文学部各専修の説明がそれぞれの教室等で行われ

ました。専修ごとの説明は、詳しい教育・研究内容に触れる

ことができ、また専修によつては学生も交えて質問や疑間に

答えてもらえるため、関心も高いようです。なお文学部では

ここ数年、高校の先生方を対象とした懇談会も、あわせて実

施しております。

報 生
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パリ第 10大学ナンテールとの研究教育交流

一 現代における芸術と哲学 ―

パリ第 10大学はパリの西部に位置する人文 。社会科学に

特化した伝統ある研究機関で、ニコラ・サルコジやエマニュ

エル・マクロンなど政治的指導者を多数輩出していることで

も知られています。神戸大学文学部はパリ第 10大学と昨年

度から本格的な交流を始めています。昨年の夏に神戸大学の

学部学生 。大学院生計 4名 と教員 2名 がナンテールを訪れ、

現地の大学院生や教員と共同の研究発表を通じて学生指導を

おこないました。今年度が始まつてすぐの 4月半ばに、パリ

第 10大からアンヌ・ ソヴアニャリレグ Anne Sauvagnargues

教授が神戸を訪れ、学部学生や大学院生に講義をおこない、

大学院生に対しては研究指導をする機会も設けられました。

ここでは前者を中心に簡単にご報告します。

1日 目の 4月 19日 水曜日 10:30か ら、文学部 1階視聴

覚ホーリИこて学部学生を対象にした「初学者のための美学入

門J講義が行われました。約 50名の出席者を迎え、ほぼ満

席状態での教室のなか、講義は英語で進められました。講義

においてソヴァニャルグ教授は、西洋における美学理論の系

譜と変遷について、ユーモアや豊富な実例を交えながら、的

確でありながら

'F常

に明解な説明をおこないました。

ソヴァニャルグ教授によれば、西洋の美学・芸術学は、芸

術倉」造や作品との関係で時代を通じた三つの種類に分かれる

といいます。第一期はアリストテレス『詩学』に代表される

古典的な立場であって、この時期の美学理論は、詩人が詩を

倉J作するときのような、芸術倉り造のための理論でした。第二

期はカントの『半」断力llL判 』における美学理論であり、カン

トによって芸術を鑑賞の対象として考えるときの心のあり方

が本質的なものとして考えられるようになりました。第三期

は、ソヴァニャルグ教授が専門とする現代フランス思想にお

ける芸術観であり、教授はそこにおいて、現代における芸術

の意義は思考に先立ち、思考を先導するものであるという定

義をおこないました。つまり現代において芸術は時代に先駆

けて潜在的な問題を提起する存在となつているのであり、芸

術作品として現れる時代の徴候や病を「治療するJための思

考こそが、哲学的思考の意義なのであると結論しました。

芸術学専修以外の学生を多数集めて行われたこの講義にお

いて学部学生に提示されたP05題 とは、現代において人文学を

学ぶことの意義はどこにあるのか、という点であつたように

思われます。古いものを鑑賞するにとどまらず、そうしたも

のをどのように「生かす」べきであるのか、という問題意識

は、人文学を志した多くの若い学生にとって触発的なもので

あったに違いありません。今回の機会を準備した身としては、

今後もこうした交流を続けることで、専門分野に寄与するの

みならず、それにとどまらない文学部的学問意義や面白さに

ついて広く、かつ深く考えていきたいと思っています。

イベ ン ト
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私は2017年3月 31日 に退職いたしました▲ 相変わらず地

域連携の関係で人文学研究科地域連携センターにお世話に

なつておりま魂不思議なことに青野原作虜収容所関係の情報

は今でもボチボチ出てきて、また海外の研究者が情報を求め

て連絡してきま魂 そんな中にルーマニア出身で日本学を学ん

でいて、今はル丁バン大学で研究をしている人がいま魂 その

方と大阪駅前のヒルトンプラザでお会いしました。彼は研究の

方向としてルーマニアと日本を結ボようなテーマを模索して

いたのです力ヽ その中で発見したのが青野原で捕虜だったル

ーマニア系のドウミトウル・ニストルという画家でした。ニスト

ルは、彼が乗っていた巡洋艦呈妃エリーザベト号やlld容所の

風景を水彩画に残していま魂 またそれに添えて手記も残して

いま魂 ニス日レの絵と手記はEUのサイトeuropeanこ 入つて、

nstorで検索すると見ることができま魂

百間は一見に如か或 彼の描いた姫路・景福寺の風景から

捕虜たちの生活を垣P88見 ることができま魂 捕虜一人に害」り

当てられた空間はほぼ畳一畳分で そこに布団を敷に 寝て、

昼間はたたんで生活空P88が作られま魂 枕もとの壁に自分の

持ち物が推Hすられていま魂 手記には彼の経歴が述べられて

いま魂 オーストリア=ハンガリーのルーマニア系の人たちが

住んでいたのはトランう〃レヴァニアという地域で、そこはハン

ガリー王国に含まれていました。ニス日Иま徴兵されると、ハン

ガリー王国国防軍に配属されてハンガリー人の指揮下に入る

ことを嫌って、帝国全体の組織である海軍に志願しま魂 その

結果皇妃エリーザベト号に乗ってアジアまでくることこなりま

魂 そして青島で日本軍の捕虜になって姫路、青野原で収容さ

れると、皮肉なことに同じハンガリー王国出身ということでハ

ンガリー捕虜兵と同室になりますЪハンガリー語が上手には話

せないニストノИま少数派のルーマニア系として、自分たちのア

イデンティア を大事にしま魂 姫路や青野原の収容所がミニ

チユアの多民族社会であったことはこれまでも言われてきたこ

とですバ 当事者によって語られたものとしてはこれが初めて

の手記になりま魂

そんな新発見をまた皆様にご披露する日があることを願っ

て、近況報告とさせていただきま魂

神戸大学名誉教授 (西洋史学 2016年度退職)

■■■日団■■■

青野原、その後


